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部門 改修 建物種別 住宅（戸建住宅）

建物名称 － 所在地 －

用途 戸建住宅 戸数 25 戸

設計者 － 施工者 －

事業期間 平成26年度～平成28年度

参考図

概評

低炭素化リフォームにおいて、改修前後に省エネ性と健康性の診断を実施するなど、改修効果を明確化
することも意図され、地域工務店による省エネ改修への波及、普及につながるものとして評価した。当該
プロジェクトを実施することで直面する課題や得られた知見が広く公開され、更なる省エネ改修の推進に
つながることを期待する。

低炭素住宅化リフォーム推進プロジェクト エコワークス株式会社

提案
概要

地域工務店による低炭素化リフォーム推進プロジェクト。平成25年省エネ基準を超える外皮性能と低炭素
基準相当の一次エネルギー消費性能を備えたリフォームに向け、改修前の診断から、改修効果の予測、
入居後の検証までの仕組みを整える。特に、居住者に改修効果をわかりやすく理解してもらえるよう、改
修前後に「うちエコ診断」と「CASBEE健康チェックリスト」を活用した診断を実施し、結果を公表する。また、
改修後は九州地区で展開される節電活動への参加を促し、省エネライフスタイルを誘因する。

事業
概要
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1.
居住者のライフスタイル等
に関するヒアリングの実施

Ⅰ.
与条件要求条件の把握

Ⅱ.
建物診断

4.
建物条件の
把握

3.
省エネルギー
以外の改修要
望・必要性の把
握

2.
敷地の自
然エネル
ギー利用
の可能性
の把握

Ⅲ.
改修目標・
方針の設定

Ⅳ.
改修
計画

Ⅴ.
改修効果の予測

5.
改修目標・方
針の設定に
基づく、全体
改修または
部分改修の
選択

7.
設計断熱性能の
確認

6.
改修方
法の選
択

Ⅵ.
改修工事
の実施

Ⅶ.
事後検証
の実施

Ⅷ.
ご入居後
の実施

10.
改修後の効
果・検証

8.
現場施工お
よび監理

9.
改修後
の性能
測定・
検証


